
『ちびまる子ちゃんの 

暗誦 百人一首』 
米川千嘉子著 集英社 2003 

現在までたくさんの人々に愛されてきた、国民的古典と

もいえる百人一首。ちびまる子ちゃんの四コマ漫画と一緒

の解説で、意味のイメージをふくらませていくことのできる

本です。わたしもこの本を読んで覚えることができました。

百人一首にあまり触れて来なかった人やちびまる子ちゃん

が好きな方にぜひおすすめです。         S.N 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

『星の王子さま』 

サン＝テグジュペリ作 三田誠広訳  

講談社青い鳥文庫 2006 

「ヒツジの絵を描いて」 

ぼくはびっくりして、目の前にふいに現れた王子さまの
ことを、まじまじと見つめた。 

いったい何者？どこから来たの？謎が多い王子さま。 

「ぼく」と王子さまの不思議な出会いの物語。 

是非一度手にとってみては･･･？  N．A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松蔭中高図書館 library@shoin-jhs.ac.jp 

『かがみの孤城 上・下』 
辻村深月著 ポプラ文庫 2021 

みなさんは、自分の居場所がわからなくて苦しく感じたことは

ありませんか？もしそうなら、ぜひ一度この本を開いてみて下さ

い。このお話は、あることがきっかけで学校に行けなくなったここ

ろという中学生の女の子が自分の部屋の鏡の中で不思議な体

験をするというストーリーです。こころは、その世界で大切なもの

を見つけていきます。読み終わる頃には、きっとあなたも大切な

ものに気づけているはず！ Y.O 

～２・３月合併号 高３司書体験特集～ 

2024 年 2 月 21 日発行 第 260 号 

≪ 後輩におすすめしたい本 ≫ 

司書体験に参加した高校３年生の９名が、後輩にお

すすめの本をそれぞれ紹介してくれました。 



谷川俊太郎文 和田誠絵 玉川大学出版部 2002 
「ともだちって かぜがうつっても へいきだって いってくれるひと」 

 

みなさんは「ともだち」とはどういう存在の人だと思い

ますか？この本は、友達とケンカしたとき・落ち込んだと

きなどに読むと心が温まります。仲直りしたい気持ちにな

ります。今の友達ともっと仲良くなりたい人・新しい友達

がほしいと思っている人に読んでもらえると、友達との付

き合い方の価値観が変わります。ぜひ、この本を読んで、

友達との仲を深めてみてください。     L.K 

 

図書館春休み開館日程 

３月 25 日（月）26 日（火）27 日（水） 

4 月 1 日（月）～5 日(金) 

開館時間 ８：45～16：15 

一人 10 冊まで借りられます。 

                                                                                                                

 

 

         

                             

                         

 

 

 

 

                                                     

 

 

  

 

 

 

 

  

『つるかめ 
     助産院』 
        小川糸著 集英社文庫 2012 

 

主人公が夫の失踪から思い出の地へ探しに行く所か

ら物語が始まります。人生一度きりの中、思い切った

判断というのはとても大切だなとこの本を通して感

じました。医院長の鶴田亀子さんの考え方や離島に住

む島民の優しさに都会で疲れ切った心も救われ、自分

は「一人じゃない」ということを強く感じることがで

きた一冊です。 K・T 

『１リットルの涙』  

木藤亜也著 幻冬舎文庫 2005 

全国に涙と感動を届けた大ヒットドラマの文庫版！ 

主人公、亜矢は、ある日不治の病を患い、 

幸せだった日常が一変する。 

「神様、病気はどうして私を選んだの？」 

最期まで前向きに一生懸命病と向き合い、生き抜いた

亜矢。そんな少女の闘病中の葛藤と成長を綴った感動

の実話です。生きることってこんなに素晴らしいんだ、

と改めて感じさせてくれる一冊なので、ぜひ手に取っ

てみてください！ 

S.O 

『黒魔女さんが通る！！～チョコ、デビューするの巻～』 

石崎洋司作 藤田香絵 講談社青い鳥文庫 2005 

「キューピッドさん、キューピッドさん、南の窓から 

お入りください。」 

ところが、女の子は花粉症で鼻がつまっており 

顕現（けんげん）したのはキューピッド…ではなくー 

主人公チョコとギュービットのはちゃめちゃ 

黒魔女修行が今、始まる。 N .A 

 

 

 

『死ぬんじゃねーぞ！！』         
中川翔子著 文藝春秋 2019 

この本は、テレビでも活躍されている中川翔子さんが

自身の学生時代の経験を元に、大切なことを私たちに教

えてくれます。いじめの残酷さや、言葉の大切さが分か

ります。もし、死にたい、辛いと一度でも思ったら、一

度この本を手に取ってみてください。生きていたらきっ

と素敵なことがある。お互いが生きていたら会いたい人

にも会える。そうこの本が教えてくれました。  Y.O 

『バッテリー』 

あさのあつこ著 角川文庫 2003 

天才的な才能を持つピッチャーとして注目され

続けてきた主人公、原田巧は野球への絶対的な自

信は持っていた。が、家族や他人に対してはクー

ルに接することしか知らなかった。 

そんな巧は、引っ越し先の中学で、友達思いの

キャッチャー・永倉豪に出会いバッテリーを組む

ことになる。どんな結末になるのか！ 

ぜひ読んでください。    M.A 

『ある閉ざされた雪の山荘で』 
東野圭吾著 講談社文庫 1996 

ある閉ざされた雪の山荘で殺人事件が起こるという

サスペンスミステリーです。いくつも出てくるトリッ

クを推理しながら読むと、より一層物語に引き込まれ

ると思います。最後には驚愕の結末が待っています。                    

S.N              

 

 


